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141 人

81.2%

83.7%

3.6%

食育講演会参加者数（人）

好き嫌いをしないで食べている児童の割合（％）

おはしを正しく使って食事をしている児童の割合（％）

学校給食の残食率（％）

食に関する意識の向上と食生活改善

 

1 学校内のつながりを重視した取組

2 家庭とのつながりを重視した取組

3 地域等とのつながりを重視した取組

食に関する
指導の目標

本研究で目指すこと

食事の重要性 心身の健康 食品を選択する力 感謝の心 社会性 食文化

【研究のテーマ】
家庭とともに取り組む食生活改善
プロジェクト

〈保護者アンケートより〉

校内の全教職員がつながり、さらに、
家庭や地域とつながることで
より教育効果の高い取組を行うことができた。

児童や保護者の食に関する意識が向上し、
日頃から気を付けようとする姿が見られた。

170人

3.0%

84.5%

88.1%

文部科学省「食育に関するアンケート」より

おはしを正しく使って食事をしている
肯定的回答の割合（とてもあてはまる＋まああてはまる）

全ての学年において、肯定的回答の割合が増加した。
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ほとんどの学年において、肯定的回答の割合が増加した。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1 年

２年

３年

４年

５年

６年

61.9
70.3

68.5

89.9

87.5

95.5
90.9

98.2
88.9
87.9

91.1

72.7

(%)6 月 １月

8.4Up

食事マナーが身に付いた

栄養バランスを考えた食事をとる回数が増えた

食事の際に衛生的な行動をとるようになった

伝統的な食文化や行事食について理解した

ゆっくりよく噛んで食べるようになった

朝食を食べる回数が増えた

家族と一緒に食事をする回数が増えた
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Q2　子供の食習慣のうち何が改善されたか

栄養バランスを考えた食事をとること

食事マナーを身に付けること

食事の際に衛生的な行動をとること

朝食を食べること

伝統的な食文化や行事食を学ぶこと

家族などと一緒に食事を食べること

ゆっくりよく噛んで食べること
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Q1　子供の食に関する意識のうち何が高まったか 
【感想】子供の様子が変わった（子の食への意識
が高まった）

【意見】学校での継続的な取組や幅広い学年での
取組が必要

【感想】保護者にとっても勉強になった

【意見】学校での食育の取組に対する具体的な意
見

【感想】家庭での食事が変化した（親も食への意
識が高まった）

【感想】親子でコミュニケーションをとるように
なった・会話が増えた

【意見】学校での取組について保護者への情報提
供が必要
【意見】保護者の意識を高める取組が必要（レシ
ピ提供など）

Q3　今年度の食育に関する取組に関する成果や課題、感想
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〈成果〉
　「給食の時間においては、よく噛んで、好き嫌いを

しないで食べるなど、健康に良い食べ方が身に付い

てきた。」「家庭においては、料理やお皿洗いなどに

も取り組む児童が増え、自分や家族の食生活を主

体的によりよくしようとする態度が育ってきた。」といっ

た児童の変容が見られた。

　特に、この研究で成果が大きかった点は、「食育

チャレンジシート」を通して双方向で取り組むことに

より、保護者の食に対する意識の向上がみられたこ

とである。家庭での食生活の改善が図られ、児童

の変容につながった。

〈課題〉
　学校の教育課程においてはこれからの社会の変

化に対応できる子どもたちを育成するために、食育

以外にも様々な教育を行っていかなければならない

ため、限られた時間の中で最大限の効果を得られ

るよう、給食の時間や教科等の学習、地域の取組

などと関連を図りながら、計画的に食育を推進する

必要があると考えている。

　「つながる食育推進事業」のモデル校として研究

をすることで、校内の教職員がつながること、学校

と家庭がつながること、また、学校と地域がつなが

ることの大切さを実感した。本研究で見られた成果

が、一過性のものとならないよう、今後も家庭や地

域等と連携した取組を継続していきたい。

・給食の時間においては、よく噛んで、好き嫌いをしないで食べるなど、健康

に良い食べ方が身に付いてきた。

　

・家庭においては、料理やお皿洗いなどにも取り組む児童が増え、自分や家族

の食生活を主体的によりよくしようとする態度が育ってきた。

・日常の会話や食育チャレンジシートの記載などから、保護者の食に対する意

識の高まりが見受けられた。

・限られた時間の中で最大限の効果を得られるよう，給食の時間や教科等の

学習，地域の取組などと関連を図りながら，計画的に食育を推進する必要が

ある。

・本研究で見られた成果が，一過性のものとならないよう，今後も家庭と連携

した取組を継続していく必要がある。　　　

健全な食生活を実現するために
必要な資質や能力を育成を目指す。

成果と課題 成果

課題
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［委員からの意見等］

○食育チャレンジシートについて
・アンケート調査結果から、今泉小児童の食への意
識は高いが、実践が伴わない現状があった。「食
育チャレンジシート」は、意識を行動へとつなげる
ためのツールとして行った。
・保護者懇談会を利用して丁寧に説明した上で配布
したり、夏休み中の個人懇談時に、担任から一人
一人の食の課題や良い点を伝えたりすることで、
保護者の理解や協力を得ることができた。
・保護者の意見は以下のとおり。

● 「食育チャレンジシート」が一番のつながりとなった。

● お弁当の日の後の「食育チャレンジシート」の◎は多くなった。

● 食育は、内容が広いので、内容をしぼると○がつけやすい。

● 学年によっては、テーマを分けるとチエックしやすいのでは

ないか。

● 平日の方がチェックしやすい家庭もある。

・今泉小の保護者は、教育への意識が高い。１年
で終わるのではなく、来年度も続けてほしい。

○県立宇都宮白楊高等学校との交流について
・県立宇都宮白楊高等学校との交流は、地の利を
生かしたすばらしい取組である。また、高校生が
自ら考えて実践できているところがすばらしい。
・高校生にとってもよい機会となった。生徒が教師
役として参加し、交流する年齢幅が広がった。高
校３年生の生徒にとっても、とても印象に残った。
食物の大切を理解し、大人になっても、子どもた
ちに食の大切さを伝えていきたいという声も聞かれ
た。

○家庭・地域との連携について
・地産地消の働きかけが、ありがたい。JAでは、様々
な農業に親しむ取組を行っている。地域の食材で、
食を通して、子供・成人・高齢者が体づくりをし
てほしい。
・農業高校は、地域とのつながりがある。地域の小
中学生との交流は、高校生にとって、自己有用感

の育成につながる。
・県学校給食会としても、地域とのつながりを進め
ている。県内外の多くのメーカーとのつながりがあ
るので、出前講座や料理教室などで協力できる。

○宇都宮市における今後の展開について
・食に関わらず、運動（体育）や肥満（保健）など、
他の内容とのつながりが広がり、すばらしい事業と
なった。今後、宇都宮市では、体力向上推進計
画に安全を加え、この今泉小の取組を、市全体へ
広げて行きたい。
・本事業により、『つながる』ことの大切さを感じた。
次年度以降、各学年の実態に合わせて市内全体
で取り組めるようにしていきたい。
・市食育推進計画を展開しているが、本事業を契機
に、主に成人に普及させたい。
・「ママパパ学級」「幼児検診（3 歳）」において、
親世代に意識をもたせたい。

○モデル校より
〈養護教諭〉
・校内の教職員の理解が得られ、やっと始まったと
いう感じ。保護者指導の厳しさを感じていた。学級
担任の理解が進み、肥満指導がスムーズに実施
できた。

〈栄養教諭〉　
・全職員で取り組むためには、校長のリーダーシッ
プが欠かせない。管理職が後押ししてくれたおか
げで、学校全体で取り組むことができた。
・「つながる食育通信」により、教職員の理解・協
力を得ることができた。

〈学校長〉
・本事業を通して、校内の体制を見直すことができ
た。また、保護者や関係機関とのつながりができ、
宇都宮白楊高校とのさらなるつながりができた。
・子供の成長のため、栄養・保健のため、できるこ
ととできないことを精査し、次年度以降も無理なく
継続できるもので、しっかりと取り組んでいきたい。

第 2 回第栃木県つながる食育推進協議会から 委員長より総括

・小学校入学後、好き嫌いしないで食べる 1 年生が
多くなる。学校では、食事や運動について意識的
に指導しているため、成果も出ている。
・働き盛りの親世代への啓発が難しい。今泉小では、
子供を通して、大人（親）への啓発につながった
のではないか。
・本モデル事業を、県内全域で進めるためには、学校・
家庭・地域が一体となって取り組むことが重要。
・県教委、市町教委、栄養教諭、養護教諭、校長会等、
関係機関が連携していくことが大切。

・以下、5 点にまとめる。
①これまでは先生方の温度差があったようだが、管
理職のリーダーシップのもと教職員が一丸となって
同じ方向性で進められたことは大きな成果。

②学校、家庭、地域、それぞれが責任をもって取り
組むことが必要。食育は手段のひとつ。食育を通

して、どんな子供を育てるか、それぞれの役割を明
確にすることが重要である。

③本事業の核となった「食育チャレンジシート」の成
果を、県内へ広げてほしい。学校だけでなく、高齢・
福祉、幼稚園等でも活用できるのではないか。若
い世代への食育のためにも、高校・大学でも発展
させていきたい。

④食育だけではないが、教育は学校だけでは限界に
きている。「チーム学校」に地域をどう巻き込んで
いくのか、考えてほしい。

⑤「考えながら食事をすることができた」というすばら
しい児童の発言があった。今回のような事業で体制
を構築する中で、子供がどう変容したかを見取って
いくことが大切である。また、マスコットキャラクター
や標語など、子供の潜在能力の高さに驚かされた。

大森　玲子宇都宮大学地域デザイン科学部コミュニティデザイン学科教授

最後に
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● お弁当の日の後の「食育チャレンジシート」の◎は多くなった。

● 食育は、内容が広いので、内容をしぼると○がつけやすい。

● 学年によっては、テーマを分けるとチエックしやすいのでは

ないか。

● 平日の方がチェックしやすい家庭もある。

・今泉小の保護者は、教育への意識が高い。１年
で終わるのではなく、来年度も続けてほしい。

○県立宇都宮白楊高等学校との交流について
・県立宇都宮白楊高等学校との交流は、地の利を
生かしたすばらしい取組である。また、高校生が
自ら考えて実践できているところがすばらしい。
・高校生にとってもよい機会となった。生徒が教師
役として参加し、交流する年齢幅が広がった。高
校３年生の生徒にとっても、とても印象に残った。
食物の大切を理解し、大人になっても、子どもた
ちに食の大切さを伝えていきたいという声も聞かれ
た。

○家庭・地域との連携について
・地産地消の働きかけが、ありがたい。JAでは、様々
な農業に親しむ取組を行っている。地域の食材で、
食を通して、子供・成人・高齢者が体づくりをし
てほしい。
・農業高校は、地域とのつながりがある。地域の小
中学生との交流は、高校生にとって、自己有用感

の育成につながる。
・県学校給食会としても、地域とのつながりを進め
ている。県内外の多くのメーカーとのつながりがあ
るので、出前講座や料理教室などで協力できる。

○宇都宮市における今後の展開について
・食に関わらず、運動（体育）や肥満（保健）など、
他の内容とのつながりが広がり、すばらしい事業と
なった。今後、宇都宮市では、体力向上推進計
画に安全を加え、この今泉小の取組を、市全体へ
広げて行きたい。
・本事業により、『つながる』ことの大切さを感じた。
次年度以降、各学年の実態に合わせて市内全体
で取り組めるようにしていきたい。
・市食育推進計画を展開しているが、本事業を契機
に、主に成人に普及させたい。
・「ママパパ学級」「幼児検診（3 歳）」において、
親世代に意識をもたせたい。

○モデル校より
〈養護教諭〉
・校内の教職員の理解が得られ、やっと始まったと
いう感じ。保護者指導の厳しさを感じていた。学級
担任の理解が進み、肥満指導がスムーズに実施
できた。

〈栄養教諭〉　
・全職員で取り組むためには、校長のリーダーシッ
プが欠かせない。管理職が後押ししてくれたおか
げで、学校全体で取り組むことができた。
・「つながる食育通信」により、教職員の理解・協
力を得ることができた。

〈学校長〉
・本事業を通して、校内の体制を見直すことができ
た。また、保護者や関係機関とのつながりができ、
宇都宮白楊高校とのさらなるつながりができた。
・子供の成長のため、栄養・保健のため、できるこ
ととできないことを精査し、次年度以降も無理なく
継続できるもので、しっかりと取り組んでいきたい。

第 2 回第栃木県つながる食育推進協議会から 委員長より総括

・小学校入学後、好き嫌いしないで食べる 1 年生が
多くなる。学校では、食事や運動について意識的
に指導しているため、成果も出ている。
・働き盛りの親世代への啓発が難しい。今泉小では、
子供を通して、大人（親）への啓発につながった
のではないか。
・本モデル事業を、県内全域で進めるためには、学校・
家庭・地域が一体となって取り組むことが重要。
・県教委、市町教委、栄養教諭、養護教諭、校長会等、
関係機関が連携していくことが大切。

・以下、5 点にまとめる。
①これまでは先生方の温度差があったようだが、管
理職のリーダーシップのもと教職員が一丸となって
同じ方向性で進められたことは大きな成果。

②学校、家庭、地域、それぞれが責任をもって取り
組むことが必要。食育は手段のひとつ。食育を通

して、どんな子供を育てるか、それぞれの役割を明
確にすることが重要である。

③本事業の核となった「食育チャレンジシート」の成
果を、県内へ広げてほしい。学校だけでなく、高齢・
福祉、幼稚園等でも活用できるのではないか。若
い世代への食育のためにも、高校・大学でも発展
させていきたい。

④食育だけではないが、教育は学校だけでは限界に
きている。「チーム学校」に地域をどう巻き込んで
いくのか、考えてほしい。

⑤「考えながら食事をすることができた」というすばら
しい児童の発言があった。今回のような事業で体制
を構築する中で、子供がどう変容したかを見取って
いくことが大切である。また、マスコットキャラクター
や標語など、子供の潜在能力の高さに驚かされた。

大森　玲子宇都宮大学地域デザイン科学部コミュニティデザイン学科教授

最後に
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